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生
た
ち
が
社
会
人
に
�

　
　
　
な
る
た
め
の
第
一
歩
、
�

就
職
活
動
が
い
よ
い
よ
本
番
�

だ
。
依
然
と
し
て
厳
し
い
採
�

用
状
況
を
踏
ま
え
て
、
学
生
�

た
ち
の
意
識
も
日
を
追
う
ご
�

と
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
�

　
そ
ん
な
学
生
た
ち
に
全
国
�

で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
激
戦
�

区
で
あ
る
東
京
の
現
状
を
体
�

験
し
て
も
ら
う
た
め
、
一
月
�

二
十
九
日
に
本
学
就
職
課
主
�

催
の
「
就
職
支
援
バ
ス
ツ
ア
�

ー
」
が
行
わ
れ
た
。
バ
ス
ツ
�

ア
ー
の
内
容
は
、
大
型
バ
ス
�

三
台
を
チ
ャ
ー
タ
ー
し
、
東
�

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ
�

れ
る
「
日
経
就
職
フ
ォ
ー
ラ
�

ム
」
に
参
加
す
る
と
い
う
も
�

の
。
約
一
三
〇
名
の
学
生
た
ち
が
真
新
し
い
�

リ
ク
ル
ー
ト
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、
就
職
活
�

動
の
最
前
線
へ
と
向
か
っ
た
。
�

　
バ
ス
の
中
で
は
株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
の
専
�

門
ス
タ
ッ
フ
が
、
企
業
の
採
用
傾
向
な
ど
の
�

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
就
職
活
動
に
臨
む
心
構
�

え
を
レ
ク
チ
ャ
ー
。
ま
た
「
内
定
者
が
語
る
�

二
〇
〇
三
年
就
職
戦
線
」
と
い
う
ビ
デ
オ
も
�

上
映
さ
れ
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
�

や
面
接
に
際
し
て
の
心
構
え
な
ど
、
先
輩
た
�

ち
の
貴
重
な
体
験
談
に
学
生
た
ち
は
熱
心
に
�

耳
を
傾
け
て
い
た
。
�

　
会
場
に
到
着
し
た
の
は
十
時
三
十
分
。
開
�

場
し
て
ま
だ
間
も
な
い
時
間
に
も
か
か
わ
ら
�

ず
ホ
ー
ル
は
大
勢
の
学
生
た
ち
の
熱
気
で
あ
�

ふ
れ
、
人
気
企
業
の
ブ
ー
ス
の
前
に
は
す
で
�

に
長
蛇
の
列
。
「
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
ブ
ー
�

ス
を
回
る
よ
う
に
」
と
車
中
で
ア
ド
バ
イ
ス
�

を
受
け
て
い
た
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に
�

回
る
の
は
非
常
に
困
難
だ
。
し
か
し
、
こ
う
�

し
た
現
状
を
体
験
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
、
�

こ
れ
か
ら
の
就
職
活
動
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
�

と
は
事
実
。
そ
し
て
な
に
よ
り
一
日
で
一
万
�

人
以
上
の
学
生
が
集
ま
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
�

学
生
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
刺
激
す
る
き
っ
�

か
け
に
も
な
る
。
今
後
の
就
職
活
動
に
対
す
�

る
意
識
や
取
り
組
み
に
、
大
き
な
影
響
を
与
�

え
る
バ
ス
ツ
ア
ー
だ
っ
た
。
�

�������������������　
　
　
回
の
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
、
人
�

　
　
　
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
�

科
三
年
の
渡
辺
美
香
さ
ん
は
「
実
際
に
人
事
�

の
方
に
お
会
い
す
る
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
�

な
ど
の
情
報
と
は
違
う
リ
ア
ル
な
お
話
が
聞
�

け
て
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
就
職
�

活
動
は
厳
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
自
�

分
な
り
に
努
力
し
て
、
内
定
を
い
た
だ
け
る
�

よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
収
穫
�

を
語
り
、
人
間
科
学
部
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
�

ン
学
科
三
年
の
小
橋
麗
恵
さ
ん
は
「
東
京
の
�

学
生
は
積
極
的
で
す
ね
。
今
日
の
行
動
が
内
�

定
に
つ
な
が
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
私
も
積
�

極
的
な
活
動
を
実
践
し
て
行
こ
う
と
思
い
ま
�

し
た
」
と
、
意
欲
的
だ
。
�

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
茨
城
ト
ヨ
ペ
ッ
�

ト
株
式
会
社
の
織
田
隆
宏
さ
ん
は
「
企
業
が
�

求
め
る
人
材
の
テ
ー
マ
に
『
即
戦
力
』
が
あ
�

り
ま
す
。
そ
こ
で
有
利
に
な
る
の
は
強
い
意
�

志
や
希
望
を
持
っ
た
人
。
是
非
プ
ラ
ス
思
考
�

で
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
く
だ
さ
い
。
常
磐
�

大
学
の
学
生
さ
ん
た
ち
は
、
活
動
量
で
は
首
�

都
圏
の
学
生
と
比
較
し
て
遜
色
な
い
と
思
い
�

ま
す
。
あ
と
は
何
の
た
め
に
就
職
す
る
の
か
、
�

し
っ
か
り
自
己
分
析
を
し
て
く
だ
さ
い
。
十
�

年
後
、
二
十
年
後
の
自
分
を
想
像
で
き
る
よ
�

う
な
活
動
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
、
学
生
�

た
ち
に
エ
ー
ル
を
贈
っ
て
い
た
。
�

�
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サ
ン
シ
ュ
ユ
は
中
国
・
朝
鮮
半
�

島
原
産
の
植
物
で
、
江
戸
時
代
に
�

薬
用
と
し
て
渡
来
し
た
と
い
わ
れ
�

て
い
ま
す
。
現
在
で
は
観
賞
用
と
�

し
て
広
く
栽
培
さ
れ
る
落
葉
植
物
�

で
、
樹
高
は
四
メ
ー
ト
ル
か
ら
十
�

メ
ー
ト
ル
前
後
、
幹
の
太
さ
は
三
�

十
セ
ン
チ
以
上
に
ま
で
成
長
す
る
�

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
�

　
ま
だ
、
あ
ま
り
花
の
な
い
早
春
�

の
時
期
に
、
葉
よ
り
先
に
黄
金
色
�

で
四
枚
の
花
弁
を
持
っ
た
小
さ
な
�

花
を
束
に
し
た
よ
う
に
た
く
さ
ん
�

付
け
る
こ
と
か
ら
「
ハ
ル
コ
ガ
ネ
」
�

の
別
名
が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
�

た
、
秋
に
は
一
〜
二
セ
ン
チ
ほ
ど
�

の
楕
円
形
の
果
実
を
結
び
ま
す
。
�

こ
の
秋
の
果
実
が
赤
い
珊
瑚
の
よ
�

う
に
美
し
い
こ
と
か
ら
「
ア
キ
サ
�

ン
ゴ
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
�

　
サ
ン
シ
ュ
ユ
と
は
聞
き
慣
れ
な
�

い
名
前
で
す
が
、
そ
れ
は
漢
名
の
�

山
茱
萸
（
サ
ン
シ
ュ
ユ
）
を
そ
の
�

ま
ま
音
読
み
に
し
て
い
る
た
め
。
�

や
や
渋
く
甘
酸
っ
ぱ
い
グ
ミ
の
よ
�

う
な
果
実
が
薬
用
と
な
り
、
乾
燥
�

さ
せ
た
も
の
を
煎
じ
た
り
、
ホ
ワ
�

イ
ト
リ
カ
ー
に
漬
け
込
み
、
滋
養
�

強
壮
や
疲
労
回
復
、
ま
た
冷
え
性
�

に
も
効
果
が
あ
る
と
い
う
山
茱
萸
�

酒
を
作
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
�

　
本
学
幼
稚
園
の
ト
ト
ロ
の
森
に
�

自
生
し
て
い
ま
す
。
今
は
花
の
季
�

節
。
美
し
い
花
で
心
の
疲
労
を
回
�

復
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
�

�

学�

今�

❶ 出発直前に、本学キャンパス内で意気込�
みを示す約１３０名の学生たち。�

❷ 今回のバスツアーは、大型バスを 3台チ�
ャーターして実施された。�

❸ 開場と同時に、大勢の学生たちが入場の�
手続きを開始する。�

❹ 人気企業の前には、常に順番を待つ学生�
たちが並んでいる。�
�

会場となった東京ビッグサイトには、2日間で2万人を超える学生が集まる。�

❶

❷

❸

❹



���　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
空
だ
が
、名
称
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
在
地
、
資
本
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
な
ど
も
設
定
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
マ
ー
ケ
ッ
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
サ
ー
チ
か
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
は
じ
め
る
本
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
格
的
な
も
の
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
地
条
件
に
よ
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
変
わ
る
家
�

賃
な
ど
も
詳
細
に
調
べ
、
か
な
り
現
実
的
な
�

事
業
計
画
を
構
築
す
る
。
�

　
こ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
�

井
上
真
由
美
さ
ん
は
「
会
計
、
経
営
、
情
報
�

な
ど
、
普
段
は
別
々
に
学
ん
で
い
る
学
問
が
�

す
べ
て
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
�

た
」
と
語
り
、
石
井
絵
美
さ
ん
は
「
自
分
の
�

専
門
以
外
の
知
識
も
、
た
く
さ
ん
増
や
す
こ
�

と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
就
職
�

活
動
に
も
役
立
ち
ま
し
た
よ
」
と
充
実
し
た
�

笑
顔
を
覗
か
せ
て
い
た
。
�

平成16年3月20日（土）�

������　
　
　
業
が
抱
え
る
問
題
を
学
生
の
視
点
で
�

　
　
　
捉
え
改
善
策
を
提
案
し
よ
う
と
い
う
�

取
り
組
み
が
、
国
際
学
部
・
北
根
精
美
先
生
�

の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
た
。
ご
協
力
い
�

た
だ
い
た
企
業
は
株
式
会
社
駿
河
屋
。
『
頑
�

固
お
や
じ
』
と
い
う
名
称
で
、
素
材
に
こ
だ
�

わ
る
手
作
り
家
具
か
ら
雑
貨
ま
で
を
販
売
す
�

る
会
社
だ
。
い
た
だ
い
た
課
題
は
、
若
者
を
�

タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
雑
貨
コ
ー
ナ
ー
の
開
発
。
�

北
根
ゼ
ミ
の
学
生
十
一
名
が
、
若
者
に
訴
求
�

す
る
雑
貨
コ
ー
ナ
ー
づ
く
り
に
着
手
し
た
。
�

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
た
の
は
昨
年
の
�

四
月
の
こ
と
。
店
内
視
察
、
グ
ル
ー
プ
イ
ン
�

タ
ビ
ュ
ー
を
経
て
、
ゼ
ミ
生
が
打
ち
出
し
た
�

コ
ン
セ
プ
ト
は
レ
ト
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
。
し
�

か
し
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
も
と
に
売
り
場
を
�

作
る
た
め
に
は
大
掛
か
り
な
改
装
費
用
な
ど
�

が
生
じ
る
。
そ
こ
で
、
す
で
に
あ
る
商
品
や
�

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
用
い
て
若
者
向
け
の
コ
ー
�

ナ
ー
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
名
称
は
『
グ
�

ラ
ン
パ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｋ
☆
』。
商
品
選
定
や
デ
ィ
ス
�

プ
レ
イ
な
ど
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
意
識
し
な
が
�

ら
七
月
八
日
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
プ
ロ
�

ジ
ェ
ク
ト
は
推
進
さ
れ
た
。
�

　
そ
し
て
ゼ
ミ
生
た
ち
は
作
業
効
率
を
�

考
え
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
・
ポ
ッ
プ
班
、
広
�

告
班
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
班
の
三
つ
の
�

部
門
に
分
か
れ
て
活
動
を
開
始
。
デ
ィ
�

������ス
プ
レ
イ
・
ポ
ッ
プ
班
は
低
コ
ス
ト
で
い
か
�

に
商
品
を
魅
力
的
に
見
せ
る
か
が
大
き
な
課
�

題
。
店
に
あ
る
ク
ロ
ス
や
器
を
利
用
し
て
、
�

若
者
た
ち
の
購
買
欲
を
促
進
さ
せ
る
デ
ィ
ス
�

プ
レ
イ
を
行
っ
た
。
ま
た
広
告
班
は
、
頑
固
�

お
や
じ
の
新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
宣
伝
ス
�

ペ
ー
ス
を
い
た
だ
き
、
実
際
に
広
告
を
作
成
。
�

そ
し
て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
班
は
、
頑
固
お
や
�

じ
の
認
知
度
を
上
げ
る
た
め
、
学
内
に
ポ
ス
�

タ
ー
を
掲
示
。
さ
ら
に
目
玉
商
品
で
あ
る
ア
�

ロ
マ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
の
宣
伝
と
し
て
、
学
内
�

で
香
り
体
験
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
し
た
。
�

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
国
際
学
部
国
�

際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
三
年
の
竹
内
稚
香
子
さ
ん
�

は
「
経
営
者
の
視
点
か
ら
店
舗
を
捉
え
る
こ
�

と
が
で
き
た
の
は
、
と
て
も
い
い
経
験
で
し
�

た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
た
も
の
を
、
こ
�

れ
か
ら
の
就
職
活
動
に
も
活
か
し
て
い
き
た
�

い
で
す
」
と
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
と
な
っ
た
�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
っ
て
い
た
。
�

　
現
在
こ
の
雑
貨
コ
ー
ナ
ー
は
『
頑
固
お
や
�

じ
プ
レ
ゼ
ン
ツ
常
磐
大
生
が
お
く
る
「
い
や
�

し
の
森
」
』
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。
�

�

���　
常
磐
短
期
大
学
栄
養
講
座
（
調
理
実
習
）
�

が
、
平
成
十
五
年
十
二
月
十
五
日
に
行
わ
れ
�

た
。
こ
の
講
座
は
本
学
附
属
幼
稚
園
と
短
期
�

大
学
が
共
同
で
行
っ
た
も
の
で
、
園
児
の
お
�

母
さ
ん
た
ち
に
安
全
で
安
心
な
お
や
つ
の
作
�

り
方
を
紹
介
す
る
調
理
実
習
。
「
子
ど
も
が
�

喜
ぶ
お
や
つ
・
親
が
食
べ
さ
せ
た
い
お
や
つ
」
�

���　
短
期
大
学
経
営
情
報
学
科
の
二
年
生
た
ち
�

が
、
一
年
間
か
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
課
題
�

研
究
。
そ
の
集
大
成
と
な
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
�

シ
ョ
ン
が
一
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
。
テ
ー
�

マ
は『
起
業
』。
学
生
が
企
業
の
経
営
者
と
な
�

り
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ
る
と
い
う
設
定
で
�

行
わ
れ
る
授
業
だ
。
企
業
は
あ
く
ま
で
も
架
�

���　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
テ
ー
マ
に
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乳
製
品
や
野
菜
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芋
類
を
使
っ
た
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
や
つ
作
り
が
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
た
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
加
し
た
お
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
母
さ
ん
た
ち
は
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
普
段
は
家
庭
の
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
主
婦
と
い
う
こ
�

と
も
あ
り
慣
れ
た
手
付
き
で
次
々
と
お
や
つ
�

を
調
理
。
調
理
実
習
室
に
は
香
ば
し
い
焼
き
�

菓
子
の
香
り
が
漂
っ
て
い
た
。
�

　
こ
の
講
座
の
背
景
に
は
、
現
在
、
全
国
的
�

に
広
が
っ
て
い
る
食
育
活
動
が
あ
る
。
食
育
�

と
は
健
康
を
管
理
す
る
た
め
、
毎
日
の
食
事
�

を
見
直
そ
う
と
い
う
動
き
。
食
の
安
全
性
が
�

問
題
化
し
て
い
る
中
、
大
き
く
注
目
さ
れ
る
�

活
動
だ
。
今
後
も
短
期
大
学
で
は
、
安
全
で
�

安
心
な
料
理
を
理
論
と
実
習
で
学
ぶ
意
味
も
�

含
め
て
、
こ
の
活
動
を
継
続
さ
せ
る
考
え
だ
。
�

�����������������������　
地
域
で
生
活
す
る
人
た
ち
の
心
の
悩
み
�

に
応
え
る
「
常
磐
大
学
心
理
臨
床
セ
ン
タ
�

ー
」
が
一
月
二
十
七
日
に
移
転
開
設
さ
れ
、
�

そ
の
開
所
式
が
行
わ
れ
た
。
�

　
開
所
式
は
諸
澤
英
道
理
事
長
の
式
辞
に
�

引
き
続
き
、
人
間
科
学
部
教
授
・
正
田
亘
�

セ
ン
タ
ー
長
が
挨
拶
。
開
所
式
の
後
に
は
�

心
理
臨
床
セ
ン
タ
ー
入
り
口
で
テ
ー
プ
カ
�

ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。
�

　
施
設
内
に
は
、
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
�

面
接
室
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
対
す
�

る
心
理
療
法
を
行
う
プ
レ
イ
セ
ラ
ピ
ー
室
、
�

ケ
ー
ス
を
検
討
す
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室
�

な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
大
人
か
ら
子
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
も
ま
で
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
の
悩
み
に
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
応
す
る
心
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
臨
床
セ
ン
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ー
は
、
地
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域
社
会
に
大
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
貢
献
す
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
施
設
だ
。
�

（2）�

↑慣れた手付きで調理をこなす、園児のお母さんたち。�
　メニューはスイートポテトやクリスマスクッキーなど。�

↑パワーポイントを使ったプレゼンテーション。�
　発表後の質疑応答に備え、真剣に耳を傾ける学生たち。�
�

C
a
m

p
u
s To

p
ics!

←正田亘センター長（左）諸澤英道理事長
（中央）大堀哲学長（右）の3名が心理臨床
センターのテープカットを行った。

→
ケ
ー
ス
検
討
を
行
う
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
室
。

↑実際に店舗の一部を運営するビジネ�
スとして行われる実習のため、企画会�
議にも熱が入る。�

→若者をターゲットにした商品を選ぶ。�
決められたカタログからセレクトする�
ため、なかなか思うようには行かない。�

↑ついに「グランパGANK☆」完成！�
オープンはプロジェクト発足から約3�
カ月目の7月8日だった。�

→購買欲をそそるディスプレイは、店�
舗づくりの基本。すべて店内にある商�
品でまかなわれている。�

→現在は『頑固おやじプレゼンツ常磐�
大生がおくる「いやしの森」』として�
運営。右のゼミ生4人が関わっている。�

↓実際に並べてみないとディスプレイ�
は分からない。商品を魅力的に見せる�
ために試行錯誤がくり返される。�
�
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斉
藤
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衣
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さ
ん
�

●
国
際
学
部
国
際
協
力
学
科
三
年
�

　
竹
内
 稚
香
子
さ
ん
�

●
国
際
学
部
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
三
年
�

� ●
国
際
学
部
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
三
年
�

　
　
ご
う
ざ
わ
　
�

　
合
澤
　め
ぐ
み
さ
ん
�

��



た
こ
と
は
、
す
ご
く
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。
�

や
っ
ぱ
り
茨
城
の
学
生
よ
り
も
、
熱
意
と
い
�

う
か
、
真
剣
な
感
じ
が
し
ま
し
た
ね
。
僕
は
�

地
元
で
の
就
職
を
考
え
て
い
た
の
で
、
そ
の
�

後
、
地
元
で
開
催
さ
れ
て
い
た
合
同
説
明
会
�

に
も
度
々
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
ま
し
た
。
�

　
僕
の
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
に
は
�

先
輩
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
情
報
収
集
に
使
�

え
る
情
報
源
を
最
大
に
活
用
し
よ
う
と
思
っ
�

て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
中
心
に
�

し
な
が
ら
、
就
職
課
も
利
用
し
ま
し
た
。
体
�

験
フ
ァ
イ
ル
を
閲
覧
し
た
り
、
面
接
マ
ナ
ー
�

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
、
何
か
と
役
�

に
立
ち
ま
し
た
ね
。
学
内
の
友
人
に
も
直
接
�

話
を
聞
い
て
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な
情
報
�

を
集
め
た
つ
も
り
で
す
。
�

　
採
用
試
験
が
始
ま
っ
た
の
は
、
二
月
上
旬
。
�

�������������「
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
」
の
一
次
試
験
が
最
初
�

で
し
た
。
こ
こ
が
僕
の
第
一
志
望
だ
っ
た
の
�

で
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
そ
の
前
に
何
社
か
受
�

け
て
お
き
た
か
っ
た
で
す
ね
。
一
次
試
験
で
�

は
筆
記
試
験
と
、
志
望
動
機
に
つ
い
て
の
作
�

文
が
あ
り
ま
し
た
。
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田
で
は
、
�

店
舗
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
で
顧
客
を
楽
し
�

ま
せ
る
空
間
作
り
し
て
い
る
ん
で
す
。
僕
が
�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
で
学
ん
だ
の
は
、
�

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
顧
客
満
足
に
つ
い
て
。
�

こ
れ
な
ら
、
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
�

な
が
ら
会
社
の
理
念
に
沿
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
�

し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
た
ん
�

で
す
。
作
文
で
は
、
そ
う
し
た
こ
と
を
軸
に
、
�

自
分
の
意
思
を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
�

思
い
ま
す
。
た
だ
、
受
験
者
数
が
か
な
り
多
�

か
っ
た
の
で
、
自
信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
�

　
　
　
校
生
の
頃
か
ら
、
将
来
は
教
育
関
係
�

　
　
　
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
�

た
。
地
元
に
い
る
時
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
�

や
生
徒
会
な
ど
を
行
っ
て
い
た
の
で
、
教
師
�

と
は
違
う
道
で
何
か
出
来
れ
ば
い
い
な
、
と
�

探
し
て
い
た
ん
で
す
。
大
学
を
受
験
す
る
と
�

き
も
、
ど
の
学
部
に
進
め
ば
い
い
の
か
、
か
�

な
り
調
べ
ま
し
た
ね
。
私
が
生
涯
学
習
に
目
�

を
向
け
た
の
も
、
そ
の
頃
で
し
た
。
も
と
も
�

と
父
が
生
涯
学
習
に
携
わ
っ
た
仕
事
を
し
て
�

い
た
の
で
少
し
は
知
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
�

調
べ
て
い
く
と
自
分
に
向
い
て
る
分
野
の
よ
�

う
な
気
が
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
本
大
学
の
�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
な
ら
、
よ
り
詳
し
�

く
学
べ
る
と
思
っ
て
入
学
し
ま
し
た
。
�

　
入
学
し
て
一
番
印
象
的
だ
っ
た
の
は
授
業
。
�

個
性
的
な
先
生
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、
こ
ち
�

�������������ら
も
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
生
�

方
の
熱
意
あ
る
授
業
に
、
私
た
ち
も
真
剣
に
�

応
え
よ
う
と
必
死
で
し
た
。
そ
し
て
三
年
生
�

の
夏
に
、
ゼ
ミ
の
西
川
先
生
か
ら
「
一
度
仕
�

事
を
体
験
し
て
み
な
い
か
」
と
声
を
か
け
て
�

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
私
自
身
も
机
の
上
だ
�

け
で
学
ん
で
い
た
の
で
は
現
場
で
は
使
え
な
�

い
の
で
は
、
と
感
じ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
の
�

で
、
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
�

　
そ
の
研
修
先
だ
っ
た
の
が
、
岩
手
県
東
和
�

町
役
場
。
そ
の
町
役
場
で
は
、
実
際
に
生
涯
�

学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
十
日
間
の
�

研
修
中
は
仕
事
を
与
え
ら
れ
た
と
い
う
よ
り
、
�

む
し
ろ
行
政
で
は
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
�

る
の
か
を
学
ば
せ
て
も
ら
っ
た
感
じ
で
す
。
�

会
議
に
も
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
た
の
で
、
学
�

生
と
い
う
立
場
か
ら
提
案
な
ど
を
す
る
こ
と
�

も
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
そ
の
二
か
月
後
、
十
月
頃
に
な
る
と
学
内
�

で
説
明
会
が
行
わ
れ
た
り
、
周
り
の
友
人
た
�

ち
も
動
き
始
め
た
り
し
た
の
で
就
職
活
動
を
�

真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
�

同
じ
学
部
で
実
体
験
を
聞
け
る
先
輩
が
い
な
�

か
っ
た
の
で
、
気
ば
か
り
焦
っ
て
ま
し
た
ね
。
�

と
り
あ
え
ず
自
己
分
析
を
す
る
と
、
研
修
を
�

体
験
し
た
こ
と
で
、
公
務
員
に
な
り
た
い
と
�

い
う
気
持
ち
が
強
く
な
っ
て
き
て
ま
し
た
。
�

で
も
、
民
間
の
企
業
と
掛
け
持
ち
し
て
就
職
�

活
動
を
し
た
方
が
い
い
の
か
、
そ
れ
と
も
公
�

務
員
一
本
に
絞
っ
た
方
が
い
い
の
か
、
よ
く
�

分
か
ら
な
く
て
。
そ
ん
な
と
き
は
先
輩
か
ら
�

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
か
っ
た
で
す
ね
。
�

　
公
務
員
の
勉
強
は
、
二
年
生
の
と
き
に
参
�

考
書
を
購
入
し
て
始
め
て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
�

�������������ま
だ
ま
だ
試
験
に
対
し
て
真
剣
に
な
る
こ
と
�

が
で
き
ず
に
い
ま
し
た
。
�

　
四
年
生
の
六
月
、
初
め
て
他
県
庁
の
採
用
�

試
験
を
受
け
ま
し
た
。
結
果
は
も
う
散
々
。
�

試
験
も
す
ご
く
難
し
か
っ
た
。
で
も
、
そ
れ
�

以
上
に
ほ
か
の
受
験
者
が
自
分
よ
り
も
真
剣
�

に
勉
強
し
て
い
る
の
が
分
か
り
ま
し
た
。
ち
�

ゃ
ん
と
予
備
校
に
通
っ
て
い
る
人
も
い
ま
し
�

た
よ
。
こ
の
試
験
で
や
っ
と
、
私
は
熱
意
だ
�

け
で
押
そ
う
と
し
て
た
自
分
の
甘
さ
に
気
付
�

き
ま
し
た
。
次
の
市
町
村
役
場
の
試
験
は
秋
。
�

そ
の
後
の
三
か
月
間
は
、
問
題
集
で
毎
日
八
�

時
間
勉
強
し
ま
し
た
。
で
も
、
秋
に
な
る
と
�

企
業
の
内
定
を
も
ら
う
友
達
も
増
え
て
き
て
、
�

内
心
は
一
人
で
焦
り
を
感
じ
て
ま
し
た
。
も
�

う
後
が
な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
就
職
浪
人
�

を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
�

　
試
験
の
情
報
は
、
主
に
公
務
員
受
�

験
専
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
ま
�

し
た
。
公
募
が
ど
の
役
場
で
あ
る
の
�

か
と
か
、
問
い
合
わ
せ
先
と
か
が
書
�

い
て
あ
る
の
で
、
自
分
で
も
電
話
を
�

か
け
て
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
�

後
は
違
う
大
学
で
公
務
員
を
目
指
し
�

て
い
る
友
達
と
情
報
交
換
を
し
た
り
、
�

地
元
で
公
務
員
を
し
て
い
る
先
輩
に
�

も
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
も
ら
い
ま
し
�

た
。
情
報
が
少
な
い
分
、
独
自
の
ネ
�

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
る
こ
と
を
心
掛
け
�

て
い
ま
し
た
。
公
務
員
は
、
採
用
基
�

準
が
な
か
な
か
分
か
り
づ
�

ら
い
部
分
も
あ
り
�

ま
す
が
、
そ
�

こ
で
あ
 
�

�������������き
ら
め
�

て
し
ま
う
と
�

何
も
出
来
な
い
と
�

思
う
ん
で
す
。
た
と
え
情
�

報
が
少
な
く
て
も
、
自
分
か
ら
積
極
�

的
に
動
く
こ
と
で
道
が
開
け
る
こ
と
�

も
あ
る
ん
で
す
。
本
当
に
何
か
を
し
�

た
い
と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
た
人
�

が
、
採
用
さ
れ
る
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
�

　
後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
こ
れ
か
ら
の
�

社
会
を
作
っ
て
い
く
意
識
を
持
っ
て
�

活
動
を
す
れ
ば
、
き
っ
と
成
功
す
る
�

と
思
い
ま
す
。
自
分
で
満
足
で
き
る
�

就
職
活
動
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
�

だ
さ
い
。
�

　
　
　
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
就
職
サ
イ
�

　
　
　
ト
に
登
録
し
た
の
は
、
三
年
�

生
の
一
月
半
ば
を
過
ぎ
た
頃
。
こ
れ
�

が
就
職
活
動
の
第
一
歩
で
す
ね
。
登
�

録
は
リ
ク
ナ
ビ
や
日
経
な
ど
、
複
数
�

の
サ
イ
ト
で
行
い
ま
し
た
。
�

　
そ
れ
ま
で
に
、
す
で
に
活
動
を
始
�

め
て
い
る
人
が
い
る
の
は
分
か
っ
て
�

い
た
ん
で
す
が
、
仲
の
良
い
友
人
も
�

ま
だ
動
い
て
な
い
し
、
僕
自
身
は
ま
�

だ
先
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
�

ん
で
す
。
で
も
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
�

こ
と
で
、
少
し
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
�

　
　
　
　
ね
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
�

　
　
　
　
　
　
　
採
用
試
験
の
日
程
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
調
べ
た
り
、
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
業
研
�

�������������　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
究
を
行
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
り
、
少
�

　
　
　
　
　
　
　
し
ず
つ
動
き
が
出
�

　
　
　
　
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
�

す
。
サ
イ
ト
上
の
掲
示
板
に
は
、
同
�

じ
よ
う
に
就
活
を
し
て
い
る
人
の
書
�

き
込
み
も
あ
っ
た
ん
で
す
。
い
つ
も
�

は
先
送
り
に
し
て
し
ま
う
ん
で
す
が
、
�

ほ
か
の
人
も
頑
張
っ
て
る
と
思
う
と
、
�

僕
も
頑
張
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
な
、
�

と
励
み
に
な
り
ま
し
た
ね
。
自
分
の
�

中
で
更
に
就
職
へ
の
意
識
を
高
め
ら
�

れ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
�

　
同
じ
こ
ろ
、
就
職
課
が
主
催
し
た
�

バ
ス
ツ
ア
ー
で
、
都
内
の
合
同
企
業
�

説
明
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
会
場
�

で
他
大
学
の
人
の
活
動
の
様
子
を
見
�

　
二
次
試
験
は
面
接
で
、
一
次
で
書
い
た
作
�

文
同
様
、
志
望
動
機
な
ど
を
聞
か
れ
ま
し
た
。
�

僕
の
場
合
、
面
接
が
苦
手
な
の
で
緊
張
し
て
�

う
ま
く
話
せ
な
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
�

で
も
、
そ
の
時
の
面
接
官
が
合
同
説
明
会
に
�

来
て
い
た
方
だ
っ
た
ん
で
す
。
何
度
か
面
識
�

が
あ
っ
た
の
で
、
全
く
初
対
面
の
人
に
比
べ
�

る
と
少
し
は
良
く
話
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
�

ん
ね（
笑
）。
合
同
説
明
会
へ
行
っ
て
お
い
て
�

良
か
っ
た
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
�

　
三
次
試
験
も
面
接
。
こ
こ
で
は
、
二
次
よ
�

り
も
厳
し
い
質
問
が
多
か
っ
た
で
す
ね
。
業
�

界
研
究
と
か
、
自
分
の
将
来
設
計
な
ど
が
甘
�

い
と
か
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
受
験
者
�

数
は
大
分
限
ら
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
質
問
�

の
様
子
で
は
内
定
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
、
�

と
不
安
で
し
た
ね
。
�

�������������　
幸
い
、
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
�

の
で
す
が
、
今
考
え
れ
ば
自
己
分
析
や
企
業
�

研
究
な
ど
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
れ
ば
良
か
�

っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
も
っ
と
明
確
な
意
見
�

を
持
っ
て
い
れ
ば
、
緊
張
し
て
て
も
話
せ
る
�

こ
と
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
れ
に
�

自
分
が
面
接
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
緊
張
す
る
�

タ
イ
プ
だ
と
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
何
か
対
策
�

も
で
き
た
は
ず
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
も
�

っ
と
早
く
か
ら
活
動
を
始
め
る
べ
き
で
し
た
�

ね
。
事
前
に
幾
つ
か
の
企
業
を
受
け
て
お
け
�

ば
、
面
接
の
経
験
を
積
ん
で
第
一
志
望
の
会
�

社
に
臨
む
こ
と
が
で
き
た
ん
で
す
か
ら
。
�

　
就
職
活
動
で
は
、
何
よ
り
も
早
く
動
き
始
�

め
る
こ
と
が
大
事
。
後
輩
の
皆
さ
ん
も
、
限
�

ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
っ
て
活
動
に
励
ん
�

で
く
だ
さ
い
！
�

（3）�
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就職内定者インタビュー

今年、一回目の卒業生を送りだすコミュニティ振興学部。

先輩がいないということは、学生たちの就職活動も

まったく初めてのチャレンジということだ。

ただでさえ厳しさが増す就職戦線を

学生たちはどう戦ったのか？

コミュニティ振興学部
*

塩澤　賢二
●�

コミュニティ振興学部
コミュニティ文化学科

（茨城県立那珂高校出身）�

株式会社ジョイフル本田 内定

川又　宏美
●�

コミュニティ振興学部
コミュニティ文化学科

（栃木県立真岡女子高校出身）�

岩手県東和町役場 内定



ネ
ッ
ト
の
就
職
関
連
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
り
。
�

で
も
一
般
的
な
就
職
関
連
サ
イ
ト
か
ら
は
ほ
�

と
ん
ど
情
報
は
入
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
�

人
材
セ
ン
タ
ー
は
自
分
が
だ
し
た
条
件
と
合
�

う
求
人
が
く
れ
ば
、
連
絡
を
い
た
だ
け
る
こ
�

と
も
あ
り
ま
し
た
が
。
で
も
や
は
り
一
番
活
�

用
で
き
た
の
は
、
大
学
の
就
職
課
に
あ
る
求
�

人
フ
ァ
イ
ル
で
す
ね
。
福
祉
施
設
の
求
人
は
�

ど
こ
に
で
も
で
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
大
�

学
や
人
材
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
�

場
合
が
多
く
、
基
本
的
に
は
自
分
で
チ
ェ
ッ
�

ク
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
�

　
僕
の
場
合
は
高
齢
者
福
祉
施
設
に
絞
り
込
�

ん
だ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
入
学
当
初
�

は
知
的
障
害
者
の
施
設
に
関
心
が
あ
っ
た
ん
�

で
す
が
、
実
習
な
ど
を
通
し
て
だ
ん
だ
ん
変
�

わ
っ
て
き
た
ん
で
す
。
高
齢
者
の
方
と
は
コ
�

�������������ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
り
や
す
い
と
言
う
�

か
、
信
頼
関
係
が
築
き
や
す
い
。
そ
れ
か
ら
�

世
代
が
違
う
と
こ
ろ
も
面
白
い
と
思
い
ま
し
�

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
が
�

あ
っ
て
、
そ
う
い
う
お
話
が
聞
け
る
こ
と
は
�

自
分
の
た
め
に
も
な
り
ま
す
よ
ね
。
同
じ
世
�

代
の
友
人
と
は
、
話
は
合
い
ま
す
が
広
が
り
�

が
な
い
。
や
は
り
自
分
が
楽
し
い
と
思
え
る
�

施
設
で
働
き
た
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。
�

　
社
会
福
祉
施
設
の
説
明
会
は
六
月
ご
ろ
か
�

ら
、
大
体
二
か
月
お
き
に
十
二
月
ま
で
開
催
�

さ
れ
ま
す
。
試
験
対
策
は
福
祉
実
習
準
備
室
�

の
職
員
の
方
か
ら
履
歴
書
の
書
き
方
や
面
接
�

の
仕
方
な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

そ
れ
か
ら
一
般
論
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
自
�

分
が
受
験
す
る
施
設
が
ど
う
い
う
理
念
で
何
�

を
行
っ
て
い
る
の
か
を
調
べ
た
り
も
し
ま
し
�

�

　
　
　
が
な
ぜ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
を
�

　
　
　
選
ん
だ
か
と
言
う
と
、
高
校
の
先
生
�

に
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が
直
接
的
な
き
っ
か
け
�

で
す
。
そ
れ
か
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
ー
ビ
ス
っ
�

て
い
う
言
葉
に
惹
か
れ
た
こ
と
も
事
実
で
す
�

ね
。
そ
の
こ
ろ
、
ち
ょ
う
ど
叔
父
が
ケ
ア
マ
�

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
を
取
ろ
う
と
し
て
い
て
、
�

福
祉
に
対
す
る
漠
然
と
し
た
興
味
が
あ
っ
た
�

ん
で
す
。
実
際
に
入
学
す
る
と
、
い
ま
ま
で
�

知
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
学
べ
て
、
�

こ
う
い
っ
た
知
識
を
活
か
し
て
み
た
い
と
少
�

し
ず
つ
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
福
祉
を
職
業
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
�

っ
た
の
は
、
一
年
生
の
六
月
ご
ろ
に
友
だ
ち
�

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
て
、
�

福
祉
施
設
の
現
場
を
体
験
す
る
よ
う
に
な
っ
�

て
か
ら
で
す
。
こ
の
サ
ー
ク
ル
は
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
�

�������������（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
�

ル
）
と
い
っ
て
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ボ
ラ
ン
�

テ
ィ
ア
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。
�

他
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
連
の
サ
ー
ク
ル
は
�

い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
が
、
国
際
的
な
活
動
�

な
ど
を
メ
イ
ン
と
し
た
も
の
が
多
く
、
身
近
�

な
活
動
を
し
て
い
る
も
の
が
な
か
っ
た
ん
で
�

す
。
Ｃ
Ｖ
Ｃ
の
具
体
的
な
活
動
内
容
は
養
護
�

施
設
な
ど
で
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
。
そ
れ
�

ま
で
想
像
の
域
を
出
な
か
っ
た
福
祉
の
現
場
�

が
現
実
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
私
は
�

「
あ
れ
っ
、
意
外
と
楽
し
い
！
」
っ
て
感
じ
た
�

ん
で
す
。
そ
し
て
二
年
の
九
月
に
は
福
祉
臨
�

床
実
習
で
初
め
て
実
習
と
い
う
形
で
現
場
を
�

体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
�

の
世
界
に
飛
び
込
も
う
と
決
心
し
た
の
は
三
�

年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
社
�

会
福
祉
実
習
Ⅱ
で
し
た
。
こ
の
と
き
は
、
ひ
�

た
ち
な
か
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
の
紹
介
で
�

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
お
手
伝
い
を
�

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
施
設
に
は
�

知
的
障
害
を
持
っ
た
方
が
比
較
的
多
く
、
こ
�

う
い
う
施
設
で
働
き
た
い
っ
て
真
剣
に
思
う
�

よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
も
ち
ろ
ん
高
齢
者
�

の
施
設
な
ど
に
も
行
っ
て
み
た
ん
で
す
が
、
�

私
に
と
っ
て
は
、
知
的
に
障
害
を
持
っ
た
方
�

と
様
々
な
大
き
な
や
り
甲
斐
を
感
じ
ま
し
た
。
�

こ
の
方
に
は
、
こ
ん
な
ふ
う
に
も
の
が
見
え
�

て
い
る
ん
だ
っ
て
分
か
っ
て
く
る
と
、
も
う
�

毎
日
が
新
し
い
発
見
ば
か
り
。
な
ん
だ
か
お
�

互
い
に
成
長
で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
�

そ
れ
か
ら
授
業
で
、
障
害
者
が
作
っ
た
詩
に
�

ス
タ
ッ
フ
の
方
な
ど
が
曲
を
付
け
て
、
歌
で
�

福
祉
を
発
信
す
る
施
設
の
活
動
を
ビ
デ
オ
で
�

�������������見
た
ん
で
す
。
す
ご
く
感
動
し
ま
し
た
ね
。
�

そ
こ
も
知
的
障
害
者
の
施
設
で
場
所
は
奈
良
�

県
な
ん
で
す
が
、
友
人
と
実
際
に
そ
こ
を
訪
�

れ
て
、
私
も
こ
ん
な
施
設
を
作
り
た
い
っ
て
�

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
四
年
生
に
な
っ
た
と
�

き
に
は
、
一
般
の
企
業
に
は
就
職
し
な
い
っ
�

て
決
め
て
ま
し
た
ね
。
�

　
就
職
活
動
と
し
て
最
初
に
行
っ
た
の
は
、
�

水
戸
市
に
あ
る
総
合
福
祉
会
館
の
人
材
セ
ン
�

タ
ー
に
登
録
す
る
こ
と
。
こ
こ
に
登
録
し
て
�

お
く
と
、
福
祉
施
設
に
紹
介
状
を
書
い
て
も
�

ら
え
る
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
福
祉
施
設
の
就
�

職
説
明
会
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
六
月
と
九
�

月
と
十
二
月
に
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
採
用
情
�

報
な
ど
を
収
集
し
ま
す
。
私
が
絞
り
込
ん
で
�

探
し
て
い
た
の
は
知
的
障
害
者
の
更
生
施
設
。
�

高
齢
者
の
施
設
は
比
較
的
多
い
ん
で
す
が
、
�

知
的
障
害
者
は
数
が
限
ら
れ
て
い
て
�

大
変
で
し
た
。
試
験
対
策
と
し
て
行
�

っ
た
の
は
、
初
級
公
務
員
試
験
の
問
�

題
集
で
一
般
常
識
を
身
に
付
け
る
こ
�

と
と
、
面
接
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
�

面
接
の
練
習
は
友
人
に
も
協
力
し
て
�

も
ら
い
ま
し
た
が
、
一
番
お
世
話
に
�

な
っ
た
の
は
福
祉
実
習
準
備
室
の
職
�

員
の
方
で
す
。
実
際
に
現
場
で
働
い
�

て
い
た
方
な
の
で
、
面
接
以
外
に
も
�

履
歴
書
の
添
削
な
ど
い
ろ
い
ろ
相
談
�

に
乗
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　「
社
会
福
祉
法
人
征
峯
会
知
的
障
�

害
者
更
生
施
設
ピ
ア
し
ら
�

と
り
」
の
試
験
が
�

行
わ
れ
た
の
�

は
今
年
�

�������������の
一
月
�

下
旬
。
午
前
�

中
に
一
般
常
識
と
�

「
自
分
の
趣
味
を
活
か
し
�

た
支
援
活
動
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
作
�

文
を
行
い
、
午
後
に
は
面
接
。
面
接
�

で
は
、
な
ぜ
こ
の
施
設
を
選
ん
だ
の
�

か
な
ど
を
聞
か
れ
試
験
は
終
了
、
無
�

事
内
定
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
�

し
た
。
福
祉
施
設
は
試
験
が
遅
い
の
�

で
一
般
企
業
と
並
行
し
て
行
お
う
か
�

と
迷
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
�

い
ま
は
絞
り
込
ん
だ
活
動
が
良
か
っ
�

た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

働
き
た
い
施
設
が
あ
る
人
は
、
ボ
ラ
�

ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
関
わ
っ
て
お
く
と
�

い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
�

　
　
　
は
も
と
も
と
福
祉
関
係
に
進
�

　
　
　
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
�

福
祉
関
係
の
資
格
に
結
び
つ
く
勉
強
�

が
で
き
る
大
学
を
探
し
て
い
ま
し
た
。
�

そ
れ
と
言
う
の
も
、
い
と
こ
が
知
的
�

障
害
者
で
、
通
っ
て
い
る
施
設
に
対
�

す
る
保
護
者
の
不
満
な
ど
を
よ
く
に
�

耳
に
し
て
い
た
か
ら
。
自
分
の
力
で
�

変
え
る
と
ま
で
は
行
か
な
く
て
も
、
�

少
し
で
も
良
い
方
向
に
向
か
う
よ
う
�

福
祉
と
関
わ
っ
て
い
き
た
か
っ
た
ん
�

で
す
。
僕
が
入
学
し
た
と
き
コ
ミ
ュ
�

ニ
テ
ィ
振
興
学
部
は
で
き
た
ば
か
り
�

 
 
 
 
の
学
部
で
、
上
級
生
が
い
�

 
 
 
 
 
 
 
な
い
と
い
う
不
安
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
も
あ
り
ま
し
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
が
、
�

 
 
�

������������ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
学
自
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 
体
は
歴
史
の
�

 
 
 
 
 
 
 
あ
る
大
学
。
先
生
�

 
 
 
 
方
も
素
晴
ら
し
い
方
ば
か
�

り
な
の
で
、
信
頼
し
て
い
ま
し
た
ね
。
�

実
際
に
授
業
を
受
け
て
み
て
も
、
僕
�

が
学
び
た
か
っ
た
社
会
福
祉
の
根
本
�

的
な
と
こ
ろ
を
扱
う
科
目
が
多
く
、
�

と
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
た
と
思
い
ま
�

す
。
�

　
最
終
的
に
は
、
本
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
�

テ
ィ
振
興
学
研
究
科
に
進
む
こ
と
に
�

決
め
ま
し
た
が
、
最
初
は
社
会
福
祉
�

施
設
で
働
き
た
い
と
考
え
て
い
た
の
�

で
、
普
通
に
就
職
活
動
を
行
っ
て
い
�

ま
し
た
。
総
合
福
祉
会
館
の
人
材
セ
�

ン
タ
ー
に
登
録
し
た
り
、
イ
ン
タ
ー
�

�

た
。
僕
た
ち
は
一
期
生
で
先
輩
が
い
な
い
た
�

め
、
実
績
が
な
い
と
い
う
面
で
は
少
し
ハ
ン
�

デ
ィ
を
感
じ
ま
し
た
。
で
も
逆
に
考
え
れ
ば
、
�

先
入
観
を
も
た
れ
ず
自
分
た
ち
で
常
磐
大
生
�

像
を
作
っ
て
い
け
る
と
い
う
や
り
が
い
も
あ
�

り
ま
し
た
ね
。
そ
れ
で
、
就
職
活
動
も
順
調
�

に
進
み
十
月
に
は
千
葉
県
の
福
祉
施
設
か
ら
�

内
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
�

時
点
で
は
、
そ
の
施
設
に
就
職
し
よ
う
と
思
�

っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月
に
入
っ
た
こ
ろ
�

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
研
究
科
」
の
お
話
�

を
聞
い
た
ん
で
す
。
�

　
こ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
、
福
祉
の
根
本
的
�

な
と
こ
ろ
を
分
野
を
絞
っ
て
勉
強
し
、
そ
れ
�

か
ら
現
場
に
で
て
も
遅
く
は
な
い
と
考
え
る
�

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
十
二
月
の
中
�

旬
に
行
わ
れ
た
大
学
院
の
試
験
を
受
け
ま
し
�

�������������た
。
�

　
内
容
は
論
文
と
面
接
。
論
文
の
テ
ー
マ
は
�

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
四
つ
�

の
研
究
領
域
か
ら
ひ
と
つ
を
選
ん
で
書
く
も
�

の
。
僕
が
選
ん
だ
の
は
も
ち
ろ
ん
社
会
福
祉
。
�

大
学
の
授
業
を
ち
ゃ
ん
と
受
け
て
い
れ
ば
、
�

難
し
い
テ
ー
マ
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
面
�

接
で
聞
か
れ
た
こ
と
は
研
究
計
画
の
内
容
や
�

動
機
が
中
心
。
面
接
官
は
い
つ
も
授
業
を
受
�

け
て
い
る
教
授
な
の
で
緊
張
は
し
ま
せ
ん
で
�

し
た
ね
。
で
も
研
究
計
画
の
詰
め
の
甘
さ
を
�

指
摘
さ
れ
、
勉
強
に
な
っ
た
感
じ
で
す
。
�

　
大
学
院
で
は
「
福
祉
業
界
に
お
け
る
資
格
�

制
度
」
を
研
究
し
ま
す
。
現
場
で
働
く
こ
と
�

は
と
て
も
重
要
で
す
が
、
福
祉
の
根
本
を
突
�

き
詰
め
る
研
究
も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�
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������������������　
　
　
さ
い
頃
か
ら
、
小
学
校
の
先
生
に
な
�

　
　
　
る
こ
と
が
私
の
夢
で
し
た
。
で
も
私
�

が
常
磐
大
学
を
卒
業
す
る
こ
と
で
取
得
で
き
�

る
資
格
は
、
社
会
科
の
中
学
校
教
諭
資
格
と
�

高
等
学
校
教
諭
資
格
。
だ
か
ら
卒
業
し
て
か
�

ら
通
信
教
育
で
勉
強
し
て
、
小
学
校
の
教
員
�

資
格
を
取
得
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
�

で
も
ゼ
ミ
の
先
生
か
ら
、
小
学
校
教
員
資
格
�

認
定
試
験
に
合
格
す
れ
ば
小
学
校
の
教
員
免
�

許
が
取
得
で
き
る
っ
て
聞
い
た
ん
で
す
。
私
�

が
所
属
し
て
い
る
の
は
学
校
教
育
学
を
研
究
�

す
る
教
育
学
専
攻
の
森
山
賢
一
先
生
の
ゼ
ミ
。
�

日
頃
か
ら
現
在
の
教
育
課
題
を
検
討
し
た
り
�

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、
�

も
し
か
し
た
ら
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
�

ね
。
そ
れ
で
二
十
歳
以
上
と
い
う
受
験
資
格
�

を
ク
リ
ア
す
る
の
を
待
っ
て
、
挑
戦
す
る
こ
�

と
に
決
め
ま
し
た
。
本
格
的
に
試
験
勉
強
を
�

始
め
た
の
は
、
昨
年
の
二
月
ご
ろ
。
平
均
倍
�

率
が
約
十
倍
と
い
う
難
関
で
、
現
役
の
常
磐
�

大
生
は
ま
だ
合
格
者
が
い
な
い
と
聞
い
て
い
�

�

����た
の
で
簡
単
に
合
格
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
�

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
森
山
先
生
か
ら
教
員
�

採
用
試
験
と
問
題
が
似
て
い
る
と
い
う
お
話
�

を
う
か
が
っ
て
、
い
つ
か
は
受
験
す
る
ん
だ
�

か
ら
早
め
に
勉
強
を
始
め
る
こ
と
は
自
分
に
�

プ
ラ
ス
に
な
る
と
思
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
�

　
八
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
一
次
試
験
は
、
教
�

職
教
養
や
小
学
校
の
全
科
な
ど
筆
記
試
験
。
�

十
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
二
次
試
験
で
は
、
実
�

技
試
験
や
、
専
門
教
科
の
科
目
試
験
な
ど
が
�

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
最
終
の
三
次
試
�

験
。
こ
の
試
験
は
会
場
と
な
っ
た
横
浜
国
立
�

大
学
附
属
小
学
校
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
�

授
業
を
見
学
し
、
そ
れ
に
基
づ
く
レ
ポ
ー
ト
�

を
提
出
し
た
り
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
�

た
り
す
る
も
の
。
最
終
試
験
に
残
っ
た
受
験
�

者
は
、
教
育
と
は
直
接
関
係
の
な
い
学
部
の
�

学
生
や
四
十
歳
を
過
ぎ
た
社
会
人
の
方
ま
で
�

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
�

シ
ョ
ン
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
か
ら
の
意
�

見
が
飛
び
交
い
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
私
が
合
格
で
き
た
の
は
、
森
山
先
生
の
親
�

身
な
ご
指
導
と
心
の
支
え
と
な
っ
て
く
れ
た
�

友
人
や
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
�

た
森
山
ゼ
ミ
の
先
輩
た
ち
の
お
か
げ
で
す
。
�

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
対
す
る
感
謝
を
忘
れ
�

ず
、
来
年
の
教
員
採
用
試
験
に
向
け
て
頑
張
�

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

������������������　
　
　
央
大
学
へ
の
編
入
を
考
え
は
じ
め
た
�

　
　
　
の
は
、
短
大
二
年
の
七
月
下
旬
ご
ろ
。
�

き
っ
か
け
は
、
六
月
に
行
わ
れ
た
教
育
実
習
�

で
生
徒
た
ち
に
授
業
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
�

も
っ
と
勉
強
が
し
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。
も
�

ち
ろ
ん
そ
れ
ま
で
は
就
職
を
考
え
て
い
た
の
�

で
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か
悩
み
ま
し
た
。
そ
�

こ
で
先
生
に
相
談
す
る
と
、
中
央
大
学
へ
の
�

編
入
試
験
を
受
け
て
み
な
い
か
っ
て
。
選
ん
�

だ
学
部
学
科
は
、
商
学
部
金
融
学
科
。
就
職
�

活
動
で
銀
行
や
証
券
会
社
に
興
味
を
持
ち
詳
�

し
く
勉
強
し
て
み
た
く
な
っ
た
ん
で
す
。
�

　
そ
れ
か
ら
は
先
生
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
�

な
が
ら
勉
強
の
毎
日
。
受
験
科
目
は
英
語
と
�

小
論
文
と
面
接
で
す
。
英
語
に
は
少
し
だ
け
�

自
信
が
あ
っ
た
の
で
、
小
論
文
対
策
に
か
な
�

り
時
間
を
費
や
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
�

過
去
の
問
題
集
を
見
て
み
る
と
自
分
の
考
え
�

を
書
く
よ
う
な
論
文
で
は
な
く
、
経
済
に
関
�

す
る
詳
し
い
知
識
が
な
け
れ
ば
書
け
な
い
よ
�

う
な
テ
ー
マ
が
出
題
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
�

�

����だ
か
ら
新
聞
を
読
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
金
�

融
商
品
に
関
す
る
経
済
の
本
や
経
営
学
の
本
�

を
一
冊
全
部
ノ
ー
ト
に
書
き
写
し
、
暗
記
す
�

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
百
ペ
ー
ジ
�

以
上
あ
り
ま
し
た
か
ら
大
変
な
こ
と
は
事
実
�

で
す
。
で
も
そ
の
反
面
、
知
識
が
増
え
て
嬉
�

し
く
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
�

　
試
験
会
場
に
入
る
と
、
百
名
ほ
ど
の
受
験
�

者
全
員
が
新
聞
を
読
ん
で
勉
強
し
て
い
ま
し
�

た
。
少
し
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
が
、
試
験
の
手
�

ご
た
え
は
ま
ず
ま
ず
。
十
一
月
に
は
合
格
の
�

通
知
が
来
て
、
今
年
の
四
月
か
ら
中
央
大
学
�

に
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
�

　
常
磐
短
大
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
�

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
い
ろ
ん
な
先
�

生
方
の
ご
指
導
の
お
か
げ
で
視
野
が
広
が
り
、
�

人
間
的
に
も
大
き
く
成
長
で
き
ま
し
た
。
と
�

に
か
く
勉
強
を
す
る
最
も
良
い
環
境
に
い
る
�

の
が
学
生
時
代
。
遊
ぶ
こ
と
も
大
切
だ
と
思
�

い
ま
す
が
、
勉
強
を
し
、
本
を
読
み
、
人
間
�

と
し
て
の
基
礎
を
築
く
の
は
い
ま
し
か
あ
り
�

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
�

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
資
格
を
目
指
し
て
、
中
央
大
�

学
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

���������������������� 
 
 
城
県
学
校
栄
養
職
員
で
、
現
在
、
水
�

 
 
 
戸
市
立
寿
小
学
校
に
勤
務
す
る
助
川
�

憲
子
さ
ん
が
、
文
部
科
学
大
臣
よ
り
学
校
給
�

食
功
労
者
と
し
て
表
彰
状
を
贈
ら
れ
た
。
助
�

川
さ
ん
は
常
磐
学
園
短
期
大
学
・
家
政
科
食
�

物
栄
養
専
攻
の
第
一
期
生
。
卒
業
後
、
管
理
�

栄
養
士
の
資
格
を
取
得
し
、
茨
城
町
教
育
委
�

員
会
、
水
戸
市
に
設
置
さ
れ
た
学
校
給
食
調
�

理
場
を
経
て
、
現
職
に
至
っ
て
い
る
。
�

　「
私
が
在
学
し
て
い
た
当
時
は
短
大
に
寄
�

宿
舎
が
あ
っ
て
、
寒
い
冬
な
ど
は
炬
燵
に
オ
�

ー
バ
ー
を
掛
け
て
夜
遅
く
ま
で
勉
強
し
ま
し
�

た
。
一
期
生
で
あ
る
私
た
ち
は
、
他
の
大
学
�

生
に
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
そ
れ
で
、
�

難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
た
管
理
栄
養
士
の
資
�

格
も
す
ぐ
に
取
得
し
た
ん
で
す
」
�

　
学
校
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
何
事
に
も
精
一
�

杯
取
り
組
ん
で
き
た
と
助
川
さ
ん
は
語
る
。
�

そ
の
活
動
は
現
在
も
幅
広
く
、
本
学
出
身
の
�

栄
養
士
た
ち
で
研
究
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
学
�

校
給
食
を
生
き
た
教
材
と
し
て
活
用
す
る
た
�

め
の
教
育
論
文
も
発
表
し
て
い
る
。
�

　「
子
供
た
ち
の
食
が
乱
れ
て
い
る
現
在
、�

栄
養
士
が
食
の
教
育
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
�

�

����������������������重
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
給
食
�

を
、
生
き
た
教
材
と
し
て
教
育
で
き
る
の
は
�

私
た
ち
栄
養
士
で
す
か
ら
」
�

　
実
際
に
教
壇
に
立
ち
、
食
に
関
す
る
指
導
�

を
行
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
季
節
に
あ
わ
せ
�

た
行
事
食
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
�

『
世
界
味
め
ぐ
り
』
と
し
て
世
界
の
国
々
の
�

食
事
を
給
食
と
し
て
紹
介
。
そ
の
国
の
場
所
�

や
国
旗
、
文
化
や
生
活
な
ど
も
学
べ
る
総
合
�

的
な
学
習
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。
�

　「
栄
養
士
の
仕
事
は
創
意
工
夫
。
そ
の
人
�

の
経
験
が
全
て
活
か
さ
れ
る
仕
事
だ
と
思
い
�

ま
す
。
例
え
ば
、
栄
養
の
歌
を
作
っ
て
生
徒
�

た
ち
と
歌
っ
た
り
、
料
理
を
絵
で
紹
介
す
る
�

の
も
楽
し
い
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
栄
養
士
を
�

目
指
す
皆
さ
ん
は
、
個
性
を
活
か
し
て
素
晴
�

ら
し
い
栄
養
士
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
�

す
。
そ
れ
か
ら
、
本
学
に
も
早
く
四
年
制
の
�

管
理
栄
養
士
養
成
課
程
が
で
き
る
と
い
い
で
�

す
ね
」
�

　
食
に
関
す
る
関
心
が
高
ま
る
現
在
、
助
川
�

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
食
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
�

ト
た
ち
の
活
躍
が
、
全
国
的
に
大
き
く
期
待
�

さ
れ
て
い
る
。
�
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さ
ぁ
、
い
よ
い
よ
爽
や
か
な
春
が
や
っ
て
き
ま
し
た
！

春
は
誰
も
が
、
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
に
向
か
っ
て
大
き
く
飛
躍
す
る
季
節
。

そ
こ
で
今
回
は
、
各
分
野
で
活
躍
す
る
「
き
ら
り
人
」
を
三
人
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
自
分
の
夢
を
か
な
え
る
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
だ
し
ま
し
ょ
う
！
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年
度
・
小
学
校
教
員
資
格
認
定
試
験
合
格

　
 

人
間
科
学
部
／
人
間
関
係
学
科
・
教
育
学
専
攻
三
年
　
鈴
木
　
絵
美



Shakespeare

spring*

と
を
学
ぶ
き
っ
か
け
に
な
る
。
�

����　「
言
葉
は
文
化
で
す
。
つ
ま
り
英
文
を
読
�

む
こ
と
は
異
文
化
体
験
で
も
あ
る
ん
で
す
。
�

例
え
ば
「
デ
ィ
ッ
フ
ァ
レ
ン
ト
」
と
い
う
言
�

葉
も
、
そ
の
ま
ま
「
違
う
」
と
訳
す
と
日
本
�

人
は
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
。
人
と
�

違
っ
て
い
る
と
か
協
調
性
が
な
い
と
捉
え
る
�

ん
で
す
ね
。
で
も
欧
米
で
は
、
自
分
の
個
性
�

や
考
え
方
が
確
立
し
て
い
る
好
ま
し
い
状
態
�

を
意
味
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
�

こ
と
を
文
脈
の
中
で
把
握
す
る
わ
け
で
す
。
�

特
に
文
学
の
場
合
は
一
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
が
�

重
要
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
言
葉
が
こ
こ
�

で
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
考
え
る
と
作
者
が
�

伝
え
た
い
こ
と
が
分
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
�

自
分
は
ど
う
思
う
の
か
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
�

が
大
切
で
す
ね
。
こ
う
し
た
繰
り
返
し
の
中
�

で
、
違
う
文
化
が
体
験
で
き
る
ん
だ
と
思
い
�

ま
す
。
言
葉
か
ら
感
じ
る
イ
メ
ー
ジ
や
ニ
ュ
�

ア
ン
ス
の
違
い
が
文
化
の
違
い
だ
と
学
び
と
�

れ
れ
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
�

　
ま
た
こ
の
異
文
化
体
験
は
、
社
会
人
と
し
�

て
の
大
切
な
教
養
を
育
ん
で
く
れ
る
。
�

　「
あ
な
た
方
は
私
に
と
っ
て
異
文
化
だ
っ
�

て
、
学
生
に
よ
く
言
い
ま
す
。
そ
れ
は
私
と
�

は
違
っ
た
モ
ノ
の
見
方
や
考
え
方
を
し
て
い
�

る
と
い
う
意
味
。
学
生
の
間
は
、
周
り
の
人
�

た
ち
の
年
齢
も
近
く
、
同
じ
考
え
方
だ
と
安
�

心
し
て
い
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
社
会
に
出
る
�

と
、
年
齢
も
性
別
も
違
う
人
た
ち
の
中
で
生
�

活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
異
�

文
化
を
持
つ
人
た
ち
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
�

ま
ず
、
違
う
考
え
方
を
し
て
い
る
人
の
存
在
�

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
文
学
は
そ
う
い
�

っ
た
身
近
に
あ
る
異
文
化
を
教
え
て
く
れ
る
�

テ
キ
ス
ト
だ
と
思
う
ん
で
す
。
文
学
を
読
む
�

こ
と
は
自
分
と
は
違
っ
た
世
界
に
入
り
込
む
�

こ
と
。
文
学
の
世
界
に
入
り
込
み
想
像
力
を
�

養
う
こ
と
は
、
自
分
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
�

こ
と
で
す
」
�

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
が
詰
ま
っ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
�

ピ
ア
文
学
は
、
よ
り
良
い
生
き
方
を
考
え
さ
�

せ
て
く
れ
る
絶
好
の
テ
キ
ス
ト
と
言
え
よ
う
。
�

���　
　
　
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
携
帯
�

　
　
　
電
話
、
パ
ソ
コ
ン
で
知
る
こ
と
�

が
で
き
る
画
期
的
な
ウ
ェ
ブ
シ
ス
テ
ム
�

が
、
二
月
二
日
に
稼
動
を
始
め
た
。
こ
�

の
シ
ス
テ
ム
は
サ
ー
バ
ー
で
デ
ー
タ
を
�

一
元
管
理
し
、
専
用
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
�

や
学
内
に
設
置
さ
れ
た
六
台
の
プ
ラ
ズ
�

マ
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
な
ど
へ
デ
ー
タ
を
配
�

信
す
る
と
い
う
も
の
。
も
ち
ろ
ん
携
帯
�

電
話
で
専
用
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
�

セ
ス
す
る
こ
と
で
、
い
つ
ど
こ
に
い
て
�

も
休
講
、
補
講
、
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
�

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
、
�

ユ
ビ
キ
タ
ス
時
代
の
新
シ
ス
テ
ム
と
言
�

え
よ
う
。
�

　
こ
れ
ま
で
も
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
た
�

情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
行
っ
て
き
た
。
�

だ
が
、
毎
日
各
課
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
�

���

い
う
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
で
、
英
語
に
よ
�

る
言
葉
遊
び
の
面
白
さ
を
知
り
、
虜
に
な
り
�

ま
し
た
。
日
本
語
で
は
説
明
し
づ
ら
い
ん
で
�

す
が
、
韻
を
踏
ん
だ
語
呂
合
わ
せ
で
会
話
の
�

や
り
取
り
を
し
て
行
く
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
�

人
間
誰
も
が
持
っ
て
い
る
、
愚
か
さ
や
弱
さ
�

を
登
場
人
物
が
演
じ
て
見
せ
て
く
れ
る
。
人
�

間
と
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
と
い
う
人
生
哲
�

学
の
面
白
さ
に
惹
か
れ
て
い
っ
た
ん
で
す
ね
」
�

　
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
戯
曲
は
独
特
な
台
詞
�

ま
わ
し
が
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
知
�

る
た
め
に
は
、
劇
作
家
以
外
の
も
う
ひ
と
つ
�

　
　
　
　
の
顔
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
�

　
　
　
　
　「
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
を
分
類
す
�

　
　
　
　
る
と
き
に
、
多
く
の
人
は
劇
作
家
�

　
　
　
　
だ
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
�

　
　
　
　
彼
は
劇
作
家
で
あ
る
前
に
、
詩
人
�

　
　
　
　
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
彼
は
詩
で
�

　
　
　
　
台
詞
を
書
い
た
。
つ
ま
り
口
語
体
�

　
　
　
　
で
は
な
く
韻
文
な
ん
で
す
」
�

　
　
　
　
　
村
松
先
生
の
専
門
は
詩
集
『
ソ
�

　
　
　
　
ネ
ッ
ト
』
の
研
究
。
そ
し
て
こ
の
研
�

　
　
　
　
究
が
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
を
読
�

　
　
　
　
み
解
く
大
き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
。
�

　
　
　
　
　「
若
い
頃
は
詩
ば
か
り
読
ん
で
�

　
　
　
　
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
徐
々
に
戯
�

　
　
　
　
曲
を
含
め
て
作
品
全
体
を
読
ん
で
�

　
　
　
　
い
っ
た
。
最
初
は
詩
と
戯
曲
を
分
�

　
　
　
　
け
て
考
え
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
�

　
　
　
　
る
と
き
、
こ
の
詩
の
一
行
は
、
芝
�

　
　
　
　
居
の
こ
の
場
面
で
表
現
さ
れ
て
る
�

���　
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
・
�

エ
リ
ザ
ベ
ス
朝
時
代
に
、
数
々
の
素
晴
ら
し
�

い
戯
曲
を
書
き
上
げ
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
。
�

そ
の
作
品
は
現
在
も
舞
台
や
映
画
に
取
り
上
�

げ
ら
れ
、
四
百
年
の
歳
月
を
超
え
て
人
々
に
�

感
動
を
与
え
続
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
�

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
�

研
究
を
続
け
て
い
る
の
が
村
松
先
生
だ
。
�

　「
大
学
で
初
め
て
読
ん
だ
『
十
二
夜
』
と
�

�ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
気
付
い
た
ん
�

で
す
。
芝
居
の
一
幕
が
た
っ
た
一
行
の
詩
に
�

凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
分
か
っ
て
く
る
�

と
さ
ら
に
面
白
く
な
っ
て
き
ま
し
た
」
�

����　
村
松
先
生
は
、
ひ
と
つ
の
作
品
を
完
読
す
�

る
こ
と
が
重
要
だ
と
話
す
。
も
ち
ろ
ん
授
業
�

に
も
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
を
取
り
入
れ
、
ひ
と
�

つ
の
作
品
を
読
み
通
す
面
白
さ
を
学
生
た
ち
�

に
伝
え
て
い
る
。
�

　「
昨
年
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
�

の
授
業
で
は
『
ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
を
�

取
り
上
げ
ま
し
た
。
モ
ン
タ
ギ
ュ
ー
や
キ
ャ
�

ピ
レ
ッ
ト
な
ど
古
い
固
有
名
詞
に
最
初
は
戸
�

惑
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
が
、
若
い
男
女
の
�

恋
愛
物
語
は
学
生
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
テ
�

ー
マ
。
そ
れ
か
ら
映
画
化
も
二
度
さ
れ
て
い
�

る
の
で
、
ビ
デ
オ
を
見
比
べ
て
英
文
を
読
む
�

う
ち
に
興
味
が
湧
い
て
、
学
生
た
ち
も
最
後
�

ま
で
読
み
切
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
」
�

　
英
文
学
を
読
み
解
く
こ
と
は
、
英
語
能
力
�

を
身
に
付
け
る
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
�
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―
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
文
学
―

四
百
年
の
歳
月
を
超
え
て
、
い
ま
も
人
生
の
深
淵
を
語
り
続
け
る

素
晴
ら
し
い
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作
品
の
数
々
。

村
松
先
生
は
そ
の
作
品
を
通
し
て
、
英
語
能
力
の
向
上
だ
け
で
は
な
い

異
文
化
と
し
て
の
英
語
の
読
み
解
き
方
を
学
生
た
ち
に
教
え
て
い
る
。

さ
て
、
文
学
を
通
し
て
展
開
さ
れ
る
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
!?

学
習
院
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
・
�

イ
ギ
リ
ス
文
学
専
攻
博
士
課
程
修
了
。
専
�

門
は
イ
ギ
リ
ス
文
学
。
日
本
英
文
学
会
、
�

日
本
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
協
会
会
員
。
著
書
�

に
『
誘
惑
す
る
イ
ギ
リ
ス（
共
著
）』
な
ど
�

が
あ
る
。
昭
和
六
十
二
年
よ
り
現
職
。
�

P r o f i l e

ン
ピ
ッ
ク
は
出
場
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
�

と
言
う
が
、
確
か
に
出
場
す
る
だ
け
で
も
容
�

易
な
こ
と
で
な
い
こ
と
は
事
実
だ
。
�

　
さ
て
、
本
学
の
学
生
た
ち
も
、
就
職
戦
線
�

と
い
う
厳
し
い
戦
い
に
向
け
て
ス
タ
ー
ト
を
�

切
っ
た
。
恒
例
と
な
り
つ
つ
あ
る
「
就
職
支
�

援
バ
ス
ツ
ア
ー
」
も
実
施
さ
れ
、
東
京
と
い
�

う
最
前
線
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
高
ま
っ
た
�

こ
と
と
思
う
。
就
職
戦
線
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
�

と
は
違
い
、
参
加
す
る
だ
け
で
は
意
味
は
な
�

い
。
よ
り
一
層
の
健
闘
を
期
待
し
た
い
。
�

�

　
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
�

イ
ヤ
ー
だ
。
国
内
で
は
陸
�

上
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ス
リ
ー
�

ト
た
ち
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
の
座
を
か
�

け
て
日
々
戦
っ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
レ
ー
ボ
�

ー
ル
や
サ
ッ
カ
ー
の
よ
う
に
、
た
と
え
日
本
�

代
表
に
選
ば
れ
て
も
、
厳
し
い
予
選
を
勝
ち
�

抜
か
な
く
て
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
切
符
�

が
手
に
入
ら
な
い
ス
ポ
ー
ツ
も
あ
る
。
オ
リ
�

�

■
短
期
大
学
・
キ
ャ
リ
ア
教
養
学
科
　
村
松 

俊
子
助
教
授
に
聞
く

シェイクスピアの詩集「ソネット」。
戯曲を読み解くときの大きなヒントになる。

���メ
ー
ル
は
長
文
�

で
、
読
み
づ
ら
い
と
こ
�

ろ
が
難
点
。
登
録
者
数
も
三
、
四
百
人
�

と
伸
び
悩
む
現
状
だ
っ
た
。
�

　
し
か
し
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
�

て
か
ら
は
、
一
日
に
約
百
二
十
人
ほ
ど
�

の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
そ
の
使
い
勝
手
�

の
良
さ
を
証
明
し
て
い
る
。
�

　
利
用
方
法
は
簡
単
で
、
携
帯
電
話
か
�

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
Ｉ
�

Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
打
ち
込
む
だ
け
。
�

あ
と
は
表
示
さ
れ
る
カ
レ
ン
ダ
ー
の
月
�

日
を
ク
リ
ッ
ク
す
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
�

情
報
を
取
得
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
学
�

部
や
ゼ
ミ
な
ど
の
個
別
情
報
を
見
る
こ
�

と
も
簡
単
だ
。
今
後
は
、
学
生
か
ら
の
�

情
報
等
を
ウ
ェ
ブ
上
で
登
録
で
き
る
双
�

方
向
性
の
実
現
に
向
け
て
開
発
が
進
め
�

 
 
 
 
 
 
 
 
ら
れ
る
と
い
う
。
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
パ
ス
は
�

　
　
　
　
　
　
　
　
す
で
に
学
内
だ
け
�

　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
な
い
。
就
職
�

　
　
　
　
　
　
　
　
活
動
や
実
習
な
ど
�

　
　
　
　
　
　
　
　
で
遠
方
に
い
る
学
�

　
　
　
　
　
　
　
　
生
で
も
学
内
の
状
�

　
　
　
　
　
　
　
　
況
が
分
か
る
、
バ
�

　
　
　
　
　
　
　
　
ー
チ
ャ
ル
キ
ャ
ン
�

　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ス
の
時
代
が
は
�

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ま
ろ
う
と
し
て
�

　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
�
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